
  本号は片面印刷です。 

八
月
末
に
始
ま
っ
た
二
学
期
が
終
わ
り
ま
す
。
日
常
の
授
業
の
他
、
体
育
祭
、

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
等
の
学
校
行
事
、
集
会
活
動
、
部
活
動
の
大
会
参
加
等
、
生
徒

た
ち
の
成
長
す
る
姿
に
取
組
の
成
果
を
感
じ
る
二
学
期
と
な
り
ま
し
た
。
二
十
五

日
に
終
業
式
を
行
っ
て
冬
休
み
に
入
り
ま
す
。
三
年
生
は
卒
業
後
の
進
路
に
向
け

家
庭
学
習
を
充
実
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
全
員
の
生
徒

に
と
っ
て
充
実
し
た
冬
休
み
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
。
教
職
員
も
三
学

期
に
、
よ
り
良
い
ス
タ
ー
ト
が
切
れ
る
よ
う
、
し
っ
か
り
準
備
し
て
新
年
を
迎
え

る
よ
う
に
し
ま
す
。 

二
学
期
末
三
者
面
談 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
‼ 

十
二
月
十
日
（
火
）
よ
り
実
施
し
た
学
期
末
の
三
者
面
談
に
は
、
保
護
者
の
皆

様
に
は
ご
多
用
の
中
、
ご
都
合
を
つ
け
て
ご
来
校
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
三
年
生
は
進
路
志
望
先
に
つ
い
て
、
一
・
二
年
生
は

こ
れ
ま
で
の
学
校
で
の
様
子
に
つ
い
て
、
生
徒
と
保
護
者
、
学
級
担
任
が
懇
談
を

す
る
こ
と
で
、
今
後
の
学
習
や
生
活
の
充
実
に
向
け
た
有
意
義
な
話
し
合
い
の
場

を
も
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
今
後
、
お
子
様
の
こ
と
に
つ
い
て
ご
相
談

等
あ
り
ま
し
た
ら
、
学
級
担
任
や
関
係
教
職
員
に
お
気
軽
に
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。 

 

な
お
、
二
学
期
通
知
表
の
学
級
担
任
所
見
欄
の
記
載
に
つ
い
て
は
、
面
談
の
内

容
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
保
護
者
返
信
欄
に
つ
い
て
も
面
談
の

内
容
以
外
に
書
か
れ
る
内
容
が
な
け
れ
ば
、
記
載
不
要
で
す
。
そ
の
際
は
、
返
信

欄
に
斜
線
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

令
和
七
年 

生
徒
会
役
員
選
挙 

 

十
一
月
よ
り
取
り
組
ん
で
き
た
令
和
七
年

生
徒
会
役
員
選
挙
で
す
が
、
十
二
月
六
日
（
金
）

立
会
演
説
会
と
投
票
を
行
い
ま
し
た
。
立
会
演

説
会
で
は
、
全
校
生
徒
が
体
育
館
に
集
ま
り
、

会
長
と
副
会
長
に
立
候
補
し
た
七
名
の
話
を

聞
き
ま
し
た
。
生
徒
の
意
見
を
生
徒
会
活
動
に

反
映
さ
せ
る
こ
と
や
生
徒
会
が
企
画
運
営
す

る
イ
ベ
ン
ト
の
充
実
な
ど
、
四
中
を
よ
り
良
く

す
る
た
め
一
人
一
人
の
立
候
補
者
が
深
く
考

え
て
い
る
こ
と
が
語
ら
れ
、
聴
衆
の
生
徒
た
ち

は
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
立
候
補
者
、

推
薦
者
の
力
強
い
演
説
が
心
に
残
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
立
会
演
説
会
後
は
教
室
に
戻
っ
て
投

票
を
行
い
ま
し
た
。 

投
票
の
結
果
、
会
長
と
副
会
長
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

今
後
、
新
会
長
以
下
で
生
徒
会
役
員
の
組
閣
人
事
を
行
い
、
三
学
期
初
め
に
任
命

式
を
行
う
予
定
で
す
。 

〇 

会 

長 

二
年
五
組 

 

門
脇 

優
人 

「
生
徒
会
執
行
部
だ
け
で
は
な
く
、
生
徒
会
に
入
っ
て
い
る
全
校
生
徒
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
よ
り
良
い
学
校
を
つ
く
っ
て
い
け
る
よ
う
全
力
で
頑
張
り
ま
す
。」 

〇 

副
会
長 

二
年
六
組  

 

中
村 

七
海 

「
一
人
一
人
の
個
性
が
生
か
せ
る
環
境
を
つ
く
り
、
四
中
を
盛
り
上
げ
ら
れ
る
よ

う
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。」 

〇 

副
会
長 

二
年
一
組   

洞
出 

創
晴 

「
生
徒
一
人
一
人
の
意
見
を
取
り
入
れ
、
お
互
い
が
尊
重
し
合
え
る
生
徒
が
た
く

さ
ん
い
る
学
校
を
つ
く
る
た
め
に
頑
張
り
ま
す
。
」 

四
葉
学
級 

正
月
の
ミ
ニ
門
松
づ
く
り 

十
二
月
十
八
日
（
水
）
、
四
葉
一
・
二
組
の
生
徒
が
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方

に
ご
指
導
い
た
だ
き
な
が
ら
、
ミ
ニ
門
松
作
り
に
挑
戦

し
ま
し
た
。
材
料
の
竹
、
ユ
ズ
リ
ハ
、
松
、
セ
ン
リ
ョ
ウ

等
を
は
じ
め
、
製
作
に
必
要
な
道
具
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
に
ご
準
備
い
た
だ
き
ま
し
た
。
作
業
手
順
の
概
要

は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
周
り
に
加
工
し
た
竹
を
丁
寧
に

接
着
し
、
砂
を
入
れ
て
松
や
セ
ン
リ
ョ
ウ
な
ど
を
飾
り

付
け
る
流
れ
で
す
。
木
下
様
を
は
じ
め
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆
さ
ん
に
、
作
業
し
や
す
い
よ
う
事
前
に
材
料
を
加

工
し
て
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
、
ス
ム
ー
ズ
に
製
作
を

進
め
ら
れ
、
約
一
時
間
半
の
作
業
で
立
派
な
ミ
ニ
門
松

が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。
竹
を
均
等
に
割
っ
た
り
、
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
の
周
り
に
隙
間
な
く
竹
を
は
っ
た
り
、
根
気
の
い
る
作
業
も
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
ご
指
導
で
や
り
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

Ｐ
Ｔ
Ａ
ト
ラ
イ
ス
ク
ー
ル 

十
一
月
三
十
日
（
土
）
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
環
境
厚
生
部
と
研
修
部
の
企
画
運
営
で
「
ト

ラ
イ
ス
ク
ー
ル
」
を
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
「
家
庭
菜
園
」、「
ビ
ー
ズ
ア

ク
セ
サ
リ
ー
」
、「
ポ
ー
セ
ラ
ー
ツ
」、「
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
」、「
和
菓
子
」
の
カ
ル

チ
ャ
ー
講
座
と
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
（
ラ
ダ
ー
ゲ
ッ
タ
ー
）
と
体
力
テ
ス
ト
が
準

備
さ
れ
、
自
分
が
選
ん
だ
コ
ー
ス
で
の
活
動
を
楽
し
み
ま
し
た
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
相

互
の
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

筆
者
（
安
達
）
は
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
に
参
加
し
ま
し
た
。
ボ
ー
ル
に
座
っ
て
ス

ト
レ
ッ
チ
を
し
た
り
、
音
楽
に
合
わ
せ
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
体
を
動
か
し
た
り
し
ま
し

た
。
途
中
で
息
が
上
が
っ
て
し
ま
い
、
日
常
生
活
で
の
運
動
不
足
を
身
に
染
み
て

感
じ
ま
し
た
が
、
他
の
参
加
者
の
皆
さ
ん
と
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。 

ま
た
、
今
回
の
活
動
で
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
通
し
て
会
員
同
士
が
つ
な
が
る
こ
と

の
大
切
さ
を
再
確
認
し
ま
し
た
。
お
世
話
い
た
だ
い
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
と
講
座
の
講

師
の
皆
様
、
ま
た
参
加
者
の
皆
様
に
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

ロ
ボ
コ
ン
中
国
大
会 

十
二
月
八
日
（
日
）
玉
湯
学
園
で
開
催
さ
れ
た
第
二
十
四
回
創
造
ア
イ
デ
ィ
ア

ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
全
国
中
学
生
大
会
中
国
・
四
国
地
区
予
選
に
科
学
部
か
ら

四
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
基
礎
部
門
の
「
ウ
ル
ト
ラ
マ
ス
カ
ッ

ト
」
（
ロ
ボ
ッ
ト
の
名
前
）
が
、
審
査
員
特
別
賞
（
三
位
相
当
）
を
受
賞
し
、
全

国
大
会
へ
の
出
場
権
を
得
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
応
援
を
い
た
だ
い

た
保
護
者
の
皆
様
を
は
じ
め
関
係
の
皆
様
に
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

皇
后
杯
第
四
十
三
回
全
国
都
道
府
県
対
抗
女
子
駅
伝
競
走
大
会
に 

四
中
生
参
加
！ 

一
月
十
二
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
る
都
道
府
県
対
抗
女
子
駅
伝
競
走
大
会
に
三

年
生
の
日
野
夏
愛
さ
ん
が
島
根
県
の
代
表
と
し
て
参
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
健
闘
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
！ 

お
知
ら
せ
と
お
願
い 

〇
冬
休
み
の
過
ご
し
方
に
つ
い
て 

 

今
年
度
は
十
二
月
二
十
六
日
（
木
）
か
ら
一
月
七
日
（
火
）
が
冬
休
み
で
す
。

生
徒
た
ち
に
と
っ
て
は
心
身
の
疲
れ
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
い
い
機
会
で
す
。
ま

た
、
年
末
年
始
は
慌
た
だ
し
く
家
族
揃
っ
て
ゆ
っ
く
り
と…

、
と
は
な
ら
な
い
ご

家
庭
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
生
徒
が
家
庭
で
過
ご
せ
る
時
間
は
増
え
る
と
思

い
ま
す
。
親
子
の
触
れ
合
い
な
ど
を
と
お
し
て
、
各
ご
家
庭
に
と
っ
て
有
意
義
な

冬
休
み
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
冬
休
み
の
松
江
市
内
中
学
校

共
通
指
導
事
項
は
以
下
の
と
お
り
で
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。 

【
松
江
市
内
中
学
校
共
通
指
導
事
項
】 

※
帰
宅
時
刻
は
、
午
後
六
時
ま
で
と
し
ま
す
。 

 

※
友
人
宅
で
の
外
泊
は
禁
止
し
ま
す
。 

※
カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
、
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
や
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
、
イ
ン
タ
ー 

ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
な
ど
に
生
徒
同
士
で
の
出
入
り
は
禁
止
し
ま
す
。 

 

ま
た
、
長
期
休
業
明
け
は
、
全
国
的
に
自
死
等
を
含
む
懸
案
が
多
発
し
て
い
ま

す
。
ご
家
庭
に
お
か
れ
ま
し
て
も
お
子
様
の
言
動
に
ご
注
意
い
た
だ
き
、
心
配
な

こ
と
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
早
い
段
階
で
学
校
や
相
談
機
関
に
ご
一
報
あ
る
い
は

ご
相
談
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

〇
「
ｔ
℮
ｔ
ｏ
ｒ
ｕ
」
ア
プ
リ
の
登
録
に
つ
い
て 

 

保
護
者
連
絡
用
ア
プ
リ
「
ｔ
℮
ｔ
ｏ
ｒ
ｕ
」
（
テ
ト
ル
）
の
利
用
登
録
に
関
す

る
文
書
を
十
二
月
二
十
日
付
で
発
出
し
ま
し
た
。
す
く
ー
る
メ
ー
ル
に
代
わ
る
連

絡
手
段
と
し
て
、
令
和
七
年
度
か
ら
の
運
用
に
向
け
、
三
学
期
よ
り
「
ｔ
℮
ｔ
ｏ

ｒ
ｕ
」
を
試
行
し
ま
す
。（
３
学
期
は
す
く
ー
る
メ
ー
ル
と
併
用
し
ま
す
。）
保
護

者
向
け
ガ
イ
ド
に
従
い
、
一
月
七
日
（
火
）
ま
で
に
ア
プ
リ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
と

登
録
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

学校だより 

四
中
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風 
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